
単衣抄

＊＊地区

５月度座談会



背景と大意

建治元年 在身延 54歳御作
対告衆：南条家ゆかりの夫妻

大聖人の生涯は受難の連続

大難は法華経の未来記を証明

真心からの単衣供養への御礼

供養には法華経69,384文字の仏
の功徳がある



日蓮・出現せずば

釈迦の金言

多宝の証明

大聖人は命に及ぶ大難を乗越え

妙法弘通の大誓願に生き抜く

滅後末法の弘教の困難

在世を越える大難が競い起る

虚空会での予言

多宝如来が証明



如来の金言

法華経を身読、仏語を証明

法師品：猶多怨嫉況滅度後
安楽行品：一切世間多怨難信

大聖人の実践
四度の大難

大難は
仏の証明



日蓮なくば

仏の言葉が
途絶えてしまう

日蓮が出現
しなければ

学会が出現
しなければ

大聖人の言葉
が嘘になる

学会の根本精神は大聖人直結
広宣流布推進の大誓願



指導から
大聖人の大闘争によって、

法華経の真実は証明された

創価の師弟は御書の未来記を証明

大聖人の直系として世界広布を

実現してきた創価学会の誇りは高い

人類危機の時代に分断の闇を払い
平和と共生の社会を築け


